
1． 武富 為嗣 (国際P2M学会副会長)
巻頭言1：激動の時代のP2M 1

2． 吉川 厚 (P2Mマガジン編集委員長)
巻頭言2：共感と論理が融合するP2M －サステナビリティへの新しい道筋－ 3

3． 特集の扉　編集委員会 5

4． 特別寄稿(1)　東京大学 大学院工学系研究科 人工物工学研究センター 梅田靖 教授
「サステナブルイノベーションを実現する総合的アプローチ〜サーキュラー・エコノミーを例題として」 6

5． 特別寄稿(2)  東京都立大学 システムデザイン学部 機械システム工学科 下村芳樹 教授
「サステナブルイノベーションの鍵 ― アブダクションと共感」 13

6. 東京都市大学 環境学部 教授 岡田公治、教授 佐藤真久
パネル討論からの報告 27

7. アイロボットジャパン合同会社 挽野元 代表執行役員社長
「ノベーションをサステイナブルにするためには－経営実務の観点から」 31

8. 環境再生保全機構(ERCA) 亀山秀雄 社会実装支援コーディネーター
「環境分野でのイノベーションを促進するためのERCAの役割－FAの観点から」 36

9 岡田久典
「社会ジステムマネジメント研究会の発足について」 51

10 亀山秀雄
「R&D・社会実装マネジメント研究会の発足について」 54

11 亀山秀雄
「Vision2030策定委員会の設置について」 56

12 谷口邦彦
寄稿「学会活動功労賞を受賞して」 59

13 吉田邦夫
コラム「格差の広がり」 70

14 亀山秀雄
解説記事「なぜ今、「実績なき構想」が未来を創るのか？」 73

15 図書紹介　堀尾・秋澤・歌川・重藤編著、最新図説「脱炭素の論点2025-2026」旬報社(６月刊) 77

16 大会報告　岡田公治（東京都市大学、教授、大会実行委員長） 78

17 秋大会予告　新谷幸弘（千葉工業大学、教授、次期大会実行委員長） 82

18 編集後記　李洸昊（早稲田大学大学院 環境・エネルギー研究科 講師） 84

一般記事

P2Mマガジン23号　目次

特集テーマ「サステナビリティ実現に向けたイノベーションとP2M」

パネル討論会
「サステナビリティ実現に向けたイノベーションを促進するには、何が必要か？」


	目次

